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（五十音順・敬称略）

審査員のご紹介

安西 智宏
株式会社ファストトラックイニシアティブ　 取締役・マネージングパートナー

生命科学の博士号取得後にアーサー・D・リトル（ジャパン）株式会社に入社し、国内外のバイオ企業の経営コンサル
ティング活動に従事。2006年（株）ファストトラックイニシアティブに参画。ファンド運営、投資案件の発掘から企業
設立、育成、投資回収までの幅広い業務を担当。他に、東京大学トランスレーショナル・リサーチ・イニシアティブ特
任准教授、京都大学物質－細胞統合システム拠点客員准教授を歴任。2012 年には内閣官房医療イノベーション推進
室に在籍。経済産業省「バイオベンチャーと投資家の対話促進研究会」委員。東京大学理学部生物学科卒業。同大学大
学院新領域創成科学研究科博士課程修了。マサチューセッツ工科大学（MIT）スローン校AMP修了。

伊藤 毅
Beyond Next Ventures 株式会社 代表取締役社長

2003年東京工業大学大学院 理工学研究科化学工学専攻修了後、㈱ジャフコ入社。大学発の技術シーズ段階からの事
業化支援および投資活動に関して多数の実績と経験を有する。2014年8月に Beyond Next Ventures 株式会社
を創業。2015年2月に組成した1号ファンド、2018年10月に組成した2号ファンドを合わせ、100億円超のファンド
を運用し、主に技術系スタートアップへの出資・支援を行う独立系アクセラレーターとして活動。

太田 洋哉
SMBCベンチャーキャピタル株式会社 執行役員  投資第一部長

1989年三井銀行入行（現：三井住友銀行）。1997年10月よりベンチャーキャピタルへ出向。以後19年間ベンチャー
投資に従事。2009年4月大和SMBCキャピタル投資第四部長、2010年7月SMBCベンチャーキャピタルVC投資
第三部長、2015年4月より現任。投資担当者として65社に投資を行い20社が IPOを果たす。創業期投資での
IPO事例としては、オイシックス・タリーズコーヒージャパン等。リード案件ではコラボス・バリューデザイン等が
ある。九州大学法学部卒青山学院大学専門職大学院国際マネジメント研究科（MBA）

大場 正利
合同会社テックアクセルベンチャーズ　投資パートナー

1980年立石電機株式会社（現：オムロン株式会社）に入社。材料系からハード・デバイス系までの幅広い研究開発に
従事し、研究所長やR&Dセンター長等を歴任。2016 年に合同会社テックアクセルベンチャーズ設立と同時に参画。
テクノロジー系のシード・アーリーステージを中心としたスタートアップへの投資と育成、及び企業のオープンイノ
ベーションを推進。
東京理科大学理工学部卒　工学博士（京都大学）
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郷治 友孝
株式会社東京大学エッジキャピタル/株式会社東京大学エッジキャピタルパートナーズ
（UTEC）代表取締役社長・マネージングパートナー

前職の通商産業省（現経済産業省）にて『投資事業有限責任組合法』（1998年施行）を起草。2004年㈱東京大学エッジ
キャピタル（UTEC）創業に参画。投資戦略をシード/アーリーステージにフォーカスするとともに、2018年10月
現在までに、4本の投資事業有限責任組合（計約540億円強）を設立・運用。東京大学法学部卒、スタンフォード大学経
営学修士（MBA）。日本スタンフォード協会理事、日本ベンチャーキャピタル協会常務理事。

仮屋薗 聡一
株式会社グロービス・キャピタル・パートナーズ　マネージング・パートナー

株式会社三和総合研究所での経営戦略コンサルティングを経て、1996年、株式会社グロービスのベンチャーキャピ
タル事業設立に参画。1号ファンド、ファンドマネジャーを経て、1999年エイパックス・グロービス・パートナーズ
設立よりパートナー就任、現在に至る。2015年7月より一般社団法人日本ベンチャーキャピタル協会会長を務める。
慶應義塾大学法学部卒、米国ピッツバーグ大学MBA修了。著書に、「機関投資家のためのプライベート・エクイティ」
（きんざい）、「ケースで学ぶ起業戦略」（日経BP社）、「MBAビジネスプラン」（ダイヤモンド社）、「ベンチャーキャピ
タリストが語る起業家への提言」( 税務研究会 ) がある。　

木場 祥介
ユニバーサルマテリアルズインキュベータ株式会社　取締役パートナー博士

豊田通商（株）（途中、トヨタ自動車（株）第二材料技術部への出向を含む）を経て、2012年に（株）産業革新機構に入社。
素材・化学チームを立ち上げ、当該分野のベンチャー投資をリード。2016年4月よりUMIに参画し、パートナーに
就任。早稲田大学大学院理工学研究科、東京農工大学大学院生物システム応用科学府修了。博士（工学）。

西条 祐介
Counterpart Ventures　PARTNER／CO-FOUNDER

2012年に株式会社リクルートホールディングスにジョイン。同社のCVC（Recruit Strategic Partners）の代表取
締役を経て、2018年からCounterpart Ventures を立ち上げ。Recruit Strategic Partners では、米国の投資実
行を牽引すると同時に、組織長として投資方針・戦略の策定を実施。リクルートの前は、株式会社日立ソリューションズ
にてエンジニア、事業開発、ベンチャー投資を経験。2007年からシリコンバレーに居住。
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善光 洋文
三井化学株式会社　理事　次世代事業開発室　室長

1991年京都大学工学研究科高分子化学専攻修士課程修了後、三井東圧化学（現、三井化学）に入社。自動車用材料開発、
精密射出成型、電子・情報材料用フィルムのプロセス開発を担当。2002年成形加工学会青木固技術賞を受賞。2009年
より三井化学ファブロ（現三井化学東セロ）にて産業用・食品用フィルム・シートの開発に従事。2016年三井化学東
セロ新事業開発室長を経て、2017年三井化学次世代事業開発室長として新事業の創出を担当。専門はポリマーレオ
ロジーおよびポリマー加工プロセスエンジニアリング。

曽我 弘
株式会社カピオン 代表取締役

新日鉄退社後、1991年-2010年までシリコンバレーに移住。画像圧縮技術開発のベンチャー企業 EidesignTech-
nologies, Inc. を設立、経営。1996 年に Spruce Technologies, Inc. を設立。ＤＶＤオーサリングシステムを開発・
商品化し、今日のＤＶＤ普及の一翼を担う。旗艦商品「DVDMaestro」は最初の顧客がDisneyでハリウッドでのデファク
ト標準になった。最終的に、同社をAppleへ売却。その後 SVJEN（NPO）を設立し、バイオ関連ビジネスや、日米のス
タートアップのメンターとして支援活動を行う。 2010年末に帰国後、能登左知と（株）カピオンを共同で設立しNEDO
と協力してスタートアップ企業支援を行う。２０１２年BlueJayEnergyをシリコンバレーに設立、日本の技術をもと
にグローバル大学リーディング大学院で起業講座を担当（2012～現在）。高校生を対象とした国際起業家育成イベント
「GTE®2016 イノベーションチャレンジ」を和歌山市で開催。

出路 貴規
スパークス・グループ株式会社　グループ執行役員

1995年3月 慶應義塾大学商学部卒業　1995年4月 野村證券株式会社入社　2001年5月 みずほ証券株式会社入社 
2007年4月 スパークス証券株式会社（現スパークス・アセット・マネジメント株式会社）入社 
2015年12月 スパークス・アセット・マネジメント株式会社執行役員 開発投資本部長 次世代成長投資室長
2016年4月 エクセルギー・パワー・システムズ株式会社 社外取締役（現任）
2016年6月 Kyoto Robotics株式会社 社外取締役（現任）
2018年1月 GROOVE X株式会社　社外取締役（現任）
2018年10月 リーフ株式会社　社外取締役（現任）
2019年1月 スパークス・グループ株式会社グループ執行役員（現任）、スパークス・アセット・マネジメント株式会社次
世代成長投資本部長 次世代成長投資部長（現任）

野内 敦
株式会社オプトベンチャーズ  代表取締役

株式会社オプト（現株式会社オプトホールディング）創業メンバー、取締役。2006年から全社COO、その後数々の戦
略子会社の設立・運営に携わる。2013年より投資育成事業の責任者として陣頭指揮を執り、出資先への経営指導や
ビジネスモデル開発を支援し、大きな成果を納める。現在はオプトベンチャーズ代表取締役を兼務。オプトベンチャ
ーズの投資領域としては、シェアリングエコノミー、ダイレクトトレーディング、ディスラブティブテクノロジーの
重点３領域を掲げる。
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野村 明広
株式会社東京ドーム　新規事業開発室長

1991年東京ドーム入社、経営計画にてM&Aに従事、その後マーケティングや化粧品の小売ビジネスなど幅広く業務を
担当。2019年より現職に就任。慶應義塾大学経済学部卒 ペンシルバニア大学ウォートン校（MBA）

長谷川 和宏
株式会社リバネス 執行役員CKO

株式会社リバネス執行役員CKO、合同会社ユーグレナ SMBC日興証券リバネスキャピタル業務執行役、株式会社
グローカリンク代表取締役。ならびに同社をGPとした次世代科学技術育成ファンド投資委員。NEDO専門カタライザー。
2005年4月にリバネス社に入社。リアルテック分野のシードアクセラレーションプログラム「TechPlanter」を
立ち上げ、新規事業創出や産学連携事業などを行う。2012 年より投資育成事業を行う株式会社グローカリンクの
代表取締役に就任。2015年より合同会社ユーグレナＳＭＢＣ日興リバネスキャピタルの業務執行役兼キャピタリス
トとして、主にシード・アーリーステージのテクノロジーベンチャー企業の支援を行なっている。また、墨田区の町
工場 3500社を訪問し、多数の町工場ネットワークも有するなど、試作・量産化の支援なども実施。

藤本 宏樹
住友生命保険相互会社　新規ビジネス企画部長

1988年東京大学経済学部卒業後、住友生命保険入社。三重支社、通商産業省（現、経済産業省）出向などを経て、2005
年秘書室長、2007年経営総務室長。2011年に新ブランド戦略立ち上げに携わり、2013年からブランドコミュニケ
ーション部長。2017年に日本最大級の広告賞である「ACC TOKYO CREATIVITY AWARDS」において、総務大臣
賞／ACC　グランプリ受賞（フィルム部門Ａカテゴリー）。2019年4月から現職。

牧野 成将
株式会社Darma Tech Labs 代表取締役

2005年フューチャーベンチャーキャピタル（株）、2009年（財）京都高度技術研究所のインキュベーションマネージャー、
2011年（株）サンブリッジのインキュベーション施設「GVHOsaka」の立ち上げや IT分野のシードステージ企業へ
の投資活動を行う。2015年8月、京都試作ネット等の日本の中小企業と連携しながらハードウェアスタートアップの
試作支援「MakersBoot Camp」を行う株式会社Darma TechLabsを創業。2017年7月にハードウェア/ IoTスタート
アップの試作と投資を行う国内初のファンド「MBCShisakuファンド（20億円強）」を設立して国内外のハード
ウェアスタートアップに投資を行う。
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松田 一敬
合同会社ＳＡＲＲ 代表執行社員

慶応大学経済学部卒業後、山一證券㈱証券引受部を経て、同社ロンドン現地法人にて中東、アフリカ、東欧諸国等を担
当する。その後、国内初の地域密着型ベンチャーキャピタルを設立。2000年6月に札幌 Biz Cafe を設立、サッポロ
バレーの ITベンチャーを支援。地元 IT企業の株式公開に繋げる。2000年9月、国立大学発ベンチャー第1号（北海
道大学発）の設立に関与する等、大学発ベンチャー支援の国内の草分け。製薬企業向けマイルストーン契約の締結等、
知財の事業化の実績を積む。2011年4月に合同会社 SARR を設立。起業家教育、ハイテクスタートアップの支援等
を行っている。

宮坂 友大
GMOベンチャーパートナーズ株式会社 取締役 

ネット総合金融グループ・インターネットバンクの設立を経て、2008年よりGMO VenturePartners に参画。
以降、日本・US・東南アジア・インドへの投資を主とした IT領域に特化したファンドを設立・運用し、数十社への投資・
育成を行う。慶應義塾大学経済学部卒。

村田 祐介
インキュベイトファンド 代表パートナー

1999年にエンタープライズ系スタートアップに創業参画し開発業務に従事した後、2003年にエヌ・アイ・エフベ
ンチャーズ株式会社（現：大和企業投資株式会社）入社。主にネット系スタートアップの投資業務及びファンド組成
管理業務に従事。2010年にインキュベイトファンド設立、代表パートナー就任。メディア・ゲーム関連領域を中心と
した投資・インキュベーション活動を行うほか、ファンドマネジメント業務を主幹。

山岸 広太郎
株式会社慶應イノベーション・イニシアティブ　代表取締役社長

1999年、慶應義塾大学経済学部を卒業後、株式会社日経BPに入社しパソコン雑誌の編集や書籍の編集、ウェブ媒体
の開発に従事。2003年1月に米国CNET（現：CBS interactive）の日本法人シーネットネットワークスジャパン株
式会社（現：朝日インタラクティブ株式会社）の設立に参加し、IT ニュースメディア「CNET Japan」の初代編集長に
就任。2004年12月、グリー株式会社を共同創業。10年間、同社の副社長として事業部門などを統括。その後副会長
を経て、現在、取締役（非常勤）。2015年12月、慶應義塾大学のベンチャーキャピタルである株式会社慶應イノベー
ション・イニシアティブの設立と同時に代表取締役社長に就任。2016年7月より45億円の1号ファンドを運用。
慶應の研究成果を活用したベンチャー企業への投資を行っている。

25



山下 竜弥
住友不動産株式会社　ビル営業部長

1992年法政大学経済学部卒業、住友不動産入社。ビル事業本部にて、テナント営業、ビル用地の取得・開発、ビル
管理に従事。数多くの大口テナントの誘致、住友不動産神田ビルなどの開発を担当。2015年に広域ビル事業部長、
2016年にビル営業部長に就任。大学時代には、体育会アメフト部に所属。学生日本代表にも選出された経験を持つ。

山本 直志
日本電気株式会社　主任

2000年に日本電気株式会社に入社。インターネット事業において新規会員獲得・退会防止等を担当し、販売促進・
会員データ分析・業務センター運営等に携わる。2007 年に新規事業企画部門へ異動。マーケティングリサーチを
担当し市場調査・政策調査を実施。2015年からは新規事業企画、ベンチャー企業とのアライアンスを担当。同時期
にはベンチャーキャピタルへ出向しベンチャー投資業務に携わる。現在はオープンイノベーションを担当し、協業
の推進、CVCからのベンチャー投資を担当。

百合本 安彦
グローバル・ブレイン株式会社　代表取締役社長

京都大学法学部卒業。富士銀行（現みずほ銀行）、シティバンク・エヌ・エイバイスプレジデントを経て、1998年に
当社を創業し、代表取締役社長に就任、現在に至る。日本国内のベンチャー企業支援だけでなく、シンガポール国立
大学（NUS）Enterprise Global Mentor を務めるなど、シンガポール政府機関、東南アジアの各大学、メディア、VC、
ベンチャー企業等と強いネットワークを保有し、投資先企業の東南アジア進出を徹底的に支援している。
・株式会社トライステージ（2178）社外監査役
・その他出資先の社外取締役、社外監査役を兼任
・経済産業省 新事業創出支援関係者会議委員
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登壇・出展チームのご紹介
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株式会社グレースイメージングC1

28



株式会社メディカルフロントC2
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株式会社アステムC3

30



株式会社BuzzreachC4

31



クロスエッジC5
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エニシア株式会社C6

33



SESSA中小企業医療機器開発ネットワークC7

C7
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aiwell株式会社C8
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株式会社カーム・ラーナC10

36



株式会社 iMed TechnologiesC9
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ライトタッチテクノロジー株式会社 （大阪府「大阪起業家グローイングアップ事業」推薦）

38



KAICO株式会社（福岡市推薦）C11

39



アットドウス株式会社 （川崎市「Kawasaki Deep Tech Accelerator」推薦）C12

40



株式会社RAINBOW （NEDO「“NoMaps NEDO Dream Pitch” with 起業家万博」推薦）C13

41



SAKURA JAPAN（公益財団法人石川県産業創出支援機構「スタートアップビジネスプランコンテストいしかわ2019」推薦）C14
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AC Biode株式会社B1

43



NOxygenB2

44



新風研テクノB3

45



株式会社ユニパックB4

46



フォレスト工業株式会社B5

47



TSK株式会社B6

48



NeutroTechB7

49



株式会社MAGIC SHIELDSB8

50



株式会社ログラスA1

51



株式会社Leaner Technologies

52



TradFit 株式会社A2

53



株式会社ScalarA3

54



AGREEBIT株式会社A4

55



UbitoneA5

56



株式会社 Singular PerturbationsA6

57



株式会社ボスコ・テクノロジーズA7

58



MiraRobotics株式会社

59



AI-Drive （SMBC「DCON2019高専ディープラーニングコンテスト」推薦）A8

60



スマイルロボティクス株式会社（東京大学協創プラットフォーム開発株式会社「東大 IPC 起業支援プログラム」推薦）
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知能技術株式会社（大阪市「OIH Seed Acceleration Program」推薦）　A9
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株式会社funky jump（仙台市「TOHOKU GROETH ACCELLERATOR」推薦）
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株式会社MILE SHARED1
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GoSWABD2
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株式会社グリラスD3
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株式会社秀イノベーティブLABD4
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テクノツール株式会社D5
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株式会社ＫＣＢプランニングD6
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テルミナD7

70



EF Polymer Private Limited
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分離・識別研究所（国立研究開発法人日本原子力研究開発機構推薦）D8
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株式会社KaaP （ブース出展のみ）E1
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株式会社耳勉 （ブース出展のみ）E2
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BacSens （ブース出展のみ）E3
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三井住友海上火災保険株式会社

設定テーマ1 シェアリングサービス
今後ますます普及が見込まれるシェアリングサービスに関するビジネスアイデアを募集します。　

実証実験の実施に向けた当社との定期検討会の開催（定期検討会の開催期間は3ヶ月程度を目途とします。）受賞特典

三井住友海上
シェアリングサービス賞

住友生命保険相互会社

設定テーマ1 生命保険を身近に
新しいビジネスモデルやテクノロジー（ＡＩ／ＩＯＴ／ＸＲ／ブロックチェーンetc）を
活用して、「生命保険を身近に感じる顧客体験」や「お客さまと保険会社の新たな接点」を
創出するビジネスアイディアを募集します。（単なるセールスプロモーションは除きます）

実証実験の実施に向けた当社との定期検討会の開催（定期検討会の開催期間は3ヶ月程度を目途とします。）受賞特典

住友生命
生命保険を身近に賞

企業賞について
IIIメンバー等各社から「企業賞」を付与します。

設定テーマ2 健康経営
企業が従業員の健康に配慮することによって、業績の向上を目指す「健康経営」を
サポートするビジネスアイデアを募集します。　

実証実験の実施に向けた当社との定期検討会の開催（定期検討会の開催期間は3ヶ月程度を目途とします。）受賞特典

三井住友海上
健康経営賞

三井化学株式会社

設定テーマ1 材料×情報で社会課題を解決する
材料だけでも情報だけでもない、２つが融合して初めて実現する先端診断技術や
新規診断方法。これらを活用した社会課題解決型イノベーションを募集します。

当社のアセットを利用した実証実験、事業連携に向けた検討会の開催受賞特典

三井化学
材料×情報による
価値創造賞

設定テーマ2 環境・健康分野で社会課題を解決する
三井化学が目指す未来社会の姿は、「環境と調和した共生社会」
「健康・安心な長寿社会」です。SDGsに関わる社会課題解決型イノベーションを募集します。

当社のアセットを利用した実証実験、事業連携に向けた検討会の開催受賞特典

三井化学
未来社会賞

設定テーマ3 インシュアテック
「Insurance（保険）」と「Technology（テクノロジー）」の融合により実現できる先進的な
保険ビジネスアイデアを募集します。　

実証実験の実施に向けた当社との定期検討会の開催（定期検討会の開催期間は3ヶ月程度を目途とします。）受賞特典

三井住友海上
インシュアテック賞
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阪急阪神不動産株式会社

設定テーマ1 Smart City& Living【次世代都市と未来の暮らし】
次世代都市や未来の暮らしに関するビジネスアイデアを募集します。 

実証実験の実施に向けた当社との検討会の開催受賞特典

阪急阪神不動産賞

住友不動産株式会社

設定テーマ1 展示・パフォーマンスが魅力的だったチーム
テーマの制限は設けません。
住友不動産ベルサールを使って世の中にアピールすることがむいているチームを選定します。

住友不動産ベルサールでのイベント開催を住友不動産グループが支援します。受賞特典

住友不動産
グッドパフォーマンス賞

事業開発コンサルティングの提供受賞特典

株式会社日本総合研究所

分野・テーマ問わず、社会に大きなインパクトを与える提案に対し授与します。 日本総合研究所
日本総研賞

設定テーマ2 健康増進
人々が健康な生活を送ることに繋がるビジネスアイデアを募集します。
（健康には、身体的な健康だけではなく、心の健康、社会的健康も含みます）

実証実験の実施に向けた当社との定期検討会の開催（定期検討会の開催期間は3ヶ月程度を目途とします。）受賞特典

住友生命
健康増進賞

設定テーマ3 生活習慣病の重症化予防
生活習慣病に罹患された方々に寄り添い、その回復や重症化予防を応援する
ビジネスアイデアを募集します。

実証実験の実施に向けた当社との定期検討会の開催（定期検討会の開催期間は3ヶ月程度を目途とします。）受賞特典

住友生命
生活習慣病重症化

予防賞

東京ドーム株式会社

設定テーマ1 余暇創造
余暇時間の創出・充実を軸に、余暇そのものや余暇を満喫するための環境整備、
余暇を提供するためのサポートに関するビジネスアイデアを募集します。

実証実験や事業連携に向けた当社との検討会の実施受賞特典

東京ドーム
余暇創造賞
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起業前後の優秀チームに対し、研究/サービス開発段階から事業化の間にある

といわれる『資金面でのギャップ』を満たす支援として、GAPグラントを準備して

おります。（１チーム 上限200万円を予定）。

GAPグラント獲得を希望するチームの中から、グラント活用企画書の内容及び

最終審査会での審査結果等を踏まえて最大5チームにGAPグラントが授与される

予定です。

III GAPグラント"MIRAI"について

研究/サービス開発 シード アーリー ミドル レイター

Time

Scale

試作品の作成や国際特許出願の
ための調査、海外市場調査などを
行うための資金が必要

プレファンディング/シードラウンド シリーズA シリーズB～C シリーズC～D
資金調達
名称

79



30

15

２
０
2
0

２
０
１
9

未来2020 これまでの流れ
未来2020 のスケジュールおよび選抜状況、二次審査出場チームの傾向をご紹介します。

未来2020全体スケジュールおよび選抜状況

研修・メンタリング

研修・メンタリング

ビジネスプラン募集開始 6月14日 
募集締め切り 8月25日

書類審査結果通知 9月13日

二次審査 /ピッチコンテスト 12月11日・12日

最終審査 /ピッチコンテスト 2月21日

フォローアップ

・分野別優秀賞
・各種企業賞
・グラント付与先  を決定

123チーム

35チーム 10チーム

25チーム程度を予定

書類応募 

既存企業/準備中

地域別内訳 応募テーマ ※複数回答

二次審査会出場チームの傾向

III推薦枠本選

継続的支援対象チーム

既存企業

起業準備中

１7
１4

１1
10

7

３
３

5

6

5

３
３
2

医療・創薬・ヘルスケア
AI/IoT/ビッグデータ

環境/エネルギー
未来の街づくり

地方創生
業務効率化

アグリテック・フードテック
ウェアラブルデバイス

フィンテック・インシュアテック
革新素材

シェアリングビジネス
バイオテクノロジー

その他

・分野別優秀賞 4 チーム程度
・各種企業賞 10 チーム程度
・グラントの付与 最大 5 チーム

22
北海道・東北

関東
中部
関西

中国・四国・九州

3

7
7
6
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